
 

 

（大豆） 

 

マメシンクイガの成虫発生(８／１０初発 道南農試予察ほ場) 

莢の長さを確認し、適切な防除の実施を！ 
 

マメシンクイガの防除 

（１）「莢の長さ」及び「成虫の飛来」を確認し、防除を２回実施する事で効果が高く

なります。１回目の開始時期は、「およそ半数の株の莢が２～３cmに達した（莢

伸長始）」及びフェロモントラップによる「成虫の飛来」を確認してから６日後に

実施します。 

（２）２回目の防除は、１回目の10日後に実施します。その際、下記薬剤を参考に１

回目と異なるRACコードの薬剤を用いて実施します。その際、莢にしっかり薬

剤がかかるように留意しましょう。 

（３）カメムシ類と同時防除の効果が期待できる薬剤を使用しましょう。高温年で、

開花期間が長期化した際は、後半に防除を追加しましょう。 

※すでに２～３cm以上の莢が付いているほ場も多いので、ほ場毎に確認が 

必要です。 

 

※プレバソンフロアブル５は、本州ではマメシンクイガに抵抗性の報告があり、 

カメムシ類に効果が期待できないため、使用の際は注意しましょう。 

 

 

薬害軽減のため、薬剤散布は朝か夕の涼しい時間帯で実施しましょう！ 
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